
パネルディスカッション
「品質の仲間づくりを起点にTQM再考」

～ 品質工学会からの提言 ～

第1回 JAQシンポジウム（2024-8-24＠早稲田大学)
「新時代を切り開く品質立国日本の再生に向けて」

品質工学会 会⾧
佐藤 吉治



1946~
・生産の安定化
・開発の安定化
・経営の安定化

1960~
技術/製品の安定化

1990~
社会損失低減による

社会の自由の総和の拡大

米国SQC導入
↓

TQC→CWQC→TQM

ロバストネスの概念

出荷前:源流開発
→パラメータ設計

出荷後:故障予知
→MTシステム

品質立国日本 ・商品開発の劇的効率化
・病気＆製品故障の予知

・技術の飛躍的進化
・米国自動車殿堂入り

＜品質管理＞ ＜品質工学＞

１．これまでの歴史
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区分 領域

出荷前損失

方針損失 方針展開の拙さによる損失

プロセス損失 開発プロセスの拙さによる損失

オペレーション損失 作業の拙さによる損失

出荷後損失

機能のばらつき 製品機能の拙さによる損失

使用コスト 製品使用に必要なコスト

公害 発生する公害による損失

２．品質工学が目指すもの

社会損失(下記、６項目)低減による社会の自由の総和の拡大
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【品質管理】 【品質工学】

道徳

商人道（三方良し）

＜仕事の基本＞
良い仕組みを人の

改善力で回す
５ゲン主義
見える化

問題解決
課題達成

＜経営の基本＞(TQM）

将来の備え
（方針管理）

任せる管理
（日常管理）

支える

＜社会の自由の総和の拡大＞

支える

最小限の出荷前損失で
出荷後損失を最小化

技術開発:開発の
フロントローディング

出荷後に損失を最小化

故障予知
（MTシステム）

３．品質管理と品質工学の役割

4

支える支える

企業活動



技術開発のフロントローディング化により開発の効率化、完成度向上に寄与 ・・・ 動機(時間不足)解消の一助

４．品質不正への対応

動機
• 時間が足り

ない・・
機会
• 相談相手が

いない・・
• 相談しても

聞いてもらえ
ない・・

正当化
• 過去からやっ

ていた・・
• 技術的には

問題ない・・

経営トップ
・異常発生時の優先順位、方針を周知徹底
・ＳＬＱＤＣ

（安全,コンプライアンス,品質,納期,コスト）
・Good news is no news.

No news is bad news.
Bad news is good news.

技術開発のフロントローディング化
VoC→品質機能展開
→１番ピン(基本機能)の導出
→背反検討→技術情報に落とし込み
→パラメータ設計:手戻りを防止

組織、仕組み、企業風土
・ミドルアップ、ミドルダウン
（方針展開とフィードバック）

・風通しの良い職場、チームワーク
・人財育成
・QCサークル、 小集団活動

仲間作り
・ 産産、産学、学学(JAQ)、産官学
・ 研究発表大会（春、秋）
・ 公認研究会（18団体）
・ 商品開発プロセス研究会
・ プロセス損失低減研究会
・ 企業向けテキスト:SQ誌投稿

企業 品質工学会
対

応

支
え

る
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